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一般会計・特別会計補正予算
など可決・同意・適任

＜町長提出議案＞

議案番号 件　　　　　　　名 審議結果

第28号 専決処分事項の承認を求めることについて
（吉田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 可決

第29号 専決処分事項の承認を求めることについて
（吉田町税条例の一部を改正する条例） 可決

第30号 専決処分事項の承認を求めることについて
（吉田町都市計画税条例の一部を改正する条例） 可決

第31号 専決処分事項の承認を求めることについて
（令和６年度吉田町一般会計補正予算（第１号）について） 可決

第32号 吉田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について 可決

第33号
吉田町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可決

第34号 令和６年度吉田町一般会計補正予算（第２号）について 可決
第35号 令和６年度吉田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 可決
第36号 吉田町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて 同意
第37号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任
第38号 令和６年度吉田町一般会計補正予算（第３号）について 可決

＜法令に基づく報告＞

第2号報告 専決処分事項の報告について（和解及びこれに伴う損害賠償額を決定することについて）

第3号報告 専決処分事項の報告について（令和5年度農業基盤整備促進事業山崎頭首工改修工事請
負契約の変更について）

第4号報告 令和５年度吉田町繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について
第5号報告 令和５年度吉田町水道事業会計予算繰越計算書の報告について
第6号報告 令和５年度吉田町公共下水道事業会計予算繰越計算書の報告について

【令和６年第２回吉田町議会定例会】
　専決処分事項の承認4件、条例の一部改正２件、補正予
算３件、人事案件２件、発議案３件の計１４議案を審議した。
全ての議案について原案のとおり可決・同意・適任とした。
　また、法令に基づく専決処分事項の報告２件および繰越
計算書の報告３件があった。

令和６年第２回定例会　会期：６月３日～６月１７日
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＜発議案＞

発議案第１号 議会DX推進特別委員会設置に関する決議について
発議案第２号 吉田町議会議員定数等検討特別委員会設置に関する決議について
発議案第３号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書について

「専決処分」とは
　本来議会が議決すべき事項を、審議の時間が取れないなどの場合に首長が代わって決定するこ
とをいいます。決定ののち、次の議会でその内容を議会に報告し、承認を求める必要があります。
　ただし、吉田町においては、次の場合などは、議会に報告するだけで、議会の承認を必要とし
ないことを議会が認めています。

⑴　１件につき町が加入する保険等に定める保険金額の最高限度内においてする和解及びこれに
伴う法律上町の義務に属する損害賠償額を決定すること。

　（本定例会の第２号報告が該当する。）

⑵　議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例に規定する議会の議決に付
すべき契約につき、当該契約を最初に締結したときの契約金額の１００分の１０に相当する金
額（その額が５００万円を超えるときは、５００万円とする。）の範囲内において変更契約を
締結すること。

　（本定例会の第３号報告が相当する。）

繰越明許費とは
　歳出予算の経費に上げたが、年度中にその支出を終わらない見込みのあるものについて予算
の定めるところにより、翌年度に限り繰越して使用することができる経費です。

令和５年度吉田町繰越明許費繰越計算書の主な内容

　繰越明許費とするには議会の議決が必要であり、令和５年度の繰越明許費（令和6年度に繰越
して使用できる経費）については、令和５年第４回定例会（12月）と令和6年第1回定例会（3月）
に議決しています。

（令和６年度への繰越総額：３億９，２６６万円）

款 事　業　名 ６年度繰越額（万円） 事　業　概　要
総務費 戸籍・住民基本台帳事務費 １，５４５ 読み仮名対応戸籍改修事業

民生費 低所得世帯重点支援給付金給付事業費 ７，８６３ 住民税均等割非課税世帯への給
付および低所得世帯への加算給付

衛生費 地域医療対策事業費 ５，０００ 診療所開設
農林水
産業費

用水路改良維持修繕費 １３，６１５ 山崎頭首工改修工事請負
漁港環境整備事業費 　　２，００３ 多目的広場工事請負

土木費
吉田町内道路舗装修繕事業費 　　１，１００ 大幡大井川線
橋梁維持補修費 　　２，４９２ 問屋南橋請負
大幡川改修事業費 　　５，０４１ 大幡川河川事業
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議
案
内
容
確
認

第
28
号
議
案

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

問

後
期
高
齢
者
支
援
金
課

税
の
限
度
額
増
額
に
よ
る

保
険
税
増
収
お
よ
び
軽
減

措
置
の
拡
大
に
よ
る
保
険

税
減
収
を
予
算
上
ど
れ
く

ら
い
と
想
定
し
て
い
る
か
。

答

現
段
階
で
、
限
度
額
増

額
に
よ
り
、
68
世
帯
（
※
）

が
対
象
と
な
り
120
万
円
の

増
収
と
な
る
。
軽
減
措
置

は
、
２
割
軽
減
13
世
帯
、

５
割
軽
減
８
世
帯
合
わ
せ

て
21
世
帯
で
48
万
円
の
減

収
を
見
込
ん
で
い
る
。

第
29
号
議
案

税
条
例
の
一
部
改
正

問

改
正
後
の
「
た
だ
し
町

長
が
、
当
該
者
が
前
項
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

答

①
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
場
合
や
、
所
得
が
皆

無
に
な
り
、
生
活
が
著
し

く
困
難
と
な
っ
た
場
合
な

ど
、
条
例
に
規
定
さ
れ
た

減
免
事
由
に
該
当
す
る
状

況
。

　

②
通
知
（
生
活
保
護
受
給

決
定
な
ど
）
や
証
明
書
（
罹

災
証
明
書
な
ど
）
に
よ
っ

て
あ
き
ら
か
な
状
況
。

　

③
客
観
的
に
誰
が
み
て
も
、

税
を
支
払
う
能
力
が
完
全

に
失
っ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
状
況
。

第
2
号
報
告

（
専
決
処
分
）
和
解
及
び

損
害
賠
償
額
の
決
定

問

３
件
の
事
故
（
除
草
時

の
小
石
飛
び
・
交
通
事

故
・
陥
没
道
路
事
故
）
報

告
で
あ
る
。
町
民
の
安
全

確
保
か
ら
、
安
全
対
策
は

事
故
を
二
度
と
起
こ
さ
な

い
と
い
う
意
識
を
グ
ル
ー

プ
全
体
で
持
っ
て
行
う
も

の
。
町
は
事
故
後
、
安
全

対
策
を
行
う
と
報
告
す
る

が
、
事
故
が
繰
り
返
さ
れ

る
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

町
は
以
下
の
対
応
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

都
市
環
境
課　

除
草
作
業

現
場
の
注
意
事
項
は
、
事

前
と
当
日
朝
に
確
認
。
事

故
後
は
作
業
者
と
現
場
検

証
後
、
他
の
作
業
者
と
共

通
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

　

建
設
課　

定
期
的
な
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
、
通
勤
時
な

ど
で
の
道
路
確
認
。
４
年

８
月
か
ら
始
ま
っ
た
ラ
イ

ン
通
報
シ
ス
テ
ム
か
ら
の

情
報
へ
の
早
期
対
応
を
行

い
、
で
き
る
限
り
の
事
故

防
止
対
策
に
努
め
る
。

歳
　
入

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

整
備
促
進
事
業
費
補
助
金

問

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
整
備
促
進
事
業
費
補

助
金
は
さ
ま
ざ
ま
な
補
助

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
現

状
９
人
を
18
人
へ
増
設
す

る
経
緯
は
。

答

第
10
次
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
9
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

認
知
症
高
齢
者
の
た
め
の

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

の
充
実
を
図
る
た
め
介
護

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
施
設
の

整
備
を
進
め
る
。

国民健康保険税の賦課限度額
※現時点（被保険世帯3,371世帯）

改正前 改正後
医療分 65万円 65万円
後期支援分 22万円 24万円

※68世帯
介護分 17万円 17万円

令和６年度改正

令和6年度吉田町一般会計補正予算（第1号）
歳入歳出にそれぞれ１，１４９万円を追加し、総額１３２億９，１４９万円とする

【主な補正】
歳入	 １，１４９万円	 県支出金	（静岡県知事選挙費委託金）  
歳出	 １，１４９万円	 総務費	 （県知事選挙費）

令和６年度吉田町一般会計補正予算（第２号）
歳入歳出にそれぞれ１０，８４４万円を追加し、総額１３３億９，９９３万円とする

【主な補正】
歳入	 ４，８５０万円	 県支出金	（介護サービス提供体制整備促進事業費補助金）    
	 ４，１０８万円	 諸収入	 （新型コロナワクチン接種助成金）
歳出	 ４，８５０万円	 民生費	 （介護サービス提供体制整備促進事業費補助金）
	 ５，９８９万円	 衛生費	 （予防接種委託料）
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歳
　
出

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

整
備
促
進
事
業
費

問

受
け
入
れ
人
数
9
人
か

ら
18
人
へ
の
拡
大
を
希
望

す
る
業
者
の
公
募
は
民
間

も
可
能
か
。
選
定
基
準
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

答

町
内
外
問
わ
ず
広
く
公

募
す
る
。
募
集
要
項
に
基

準
を
定
め
て
公
募
す
る
。

問

施
設
入
居
の
相
談
件
数

は
令
和
に
な
り
増
加
し
て

い
る
の
か
。

答

件
数
は
持
っ
て
い
な
い

が
、
認
知
症
の
症
状
が
出

た
時
や
予
防
か
ら
、
専
門

職
が
介
入
し
在
宅
を
長
く

続
け
ら
れ
る
相
談
が
で
き

る
過
程
を
作
り
上
げ
る
の

が
理
想
と
考
え
る
。

予
防
接
種
委
託
料

問

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

者
の
対
象
世
代
を
定
め
た

理
由
は
。

答

国
の
方
針
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る
た
め
。

問

対
象
者
に
通
知
が
送
ら

れ
る
と
聞
い
た
。
ワ
ク
チ

ン
健
康
被
害
の
話
も
聞
く

が
、
国
か
ら
の
お
知
ら
せ

に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
示

し
た
も
の
は
あ
る
の
か
。

答

通
知
は
、
接
種
期
間
、

自
己
負
担
額
、
接
種
方

法
、
接
種
医
療
機
関
な
ど

の
お
知
ら
せ
と
な
る
。
健

康
被
害
に
つ
い
て
は
現

在
、
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
も
の
は
な
い
が
、
多
少

載
せ
ら
れ
る
か
は
検
討
し

た
い
。

新型コロナワクチン接種は集団
接種から個別接種に変わります。

〇接種できる回数・期間
　年１回　　秋冬実施予定
〇接種費用
　自己負担あり（金額は未定）
〇接種対象者
1.　65歳以上の高齢者
2.　60歳から64歳までの重症

化リスクのある方
〇吉田町お知らせ通知対象者
1.　令和5年9月20日～令和6

年3月31日の間に接種され
た65歳以上の高齢者

2.　今年度65歳に到達する方

※接種対象者の方は吉田町から
の通知が無くても、個別に接
種医療機関に予約することで
接種可能です。

令和６年度吉田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出にそれぞれ６８２万円を追加し、総額２６億８，９４６万円とする

【主な補正】
歳入	 ６８２万円	 国庫支出金	（社会保障・税番号制度システム整備費補助金）   
歳出	 ６８２万円	 総務費	 （電算処理委託料など）

令和６年度吉田町一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出にそれぞれ３６，６９４万円を追加し、総額１３７億６，６８８万円とする

【主な補正】
歳入	 ３６，６９４万円	 国庫支出金	（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）      
歳出	 ２６，９８４万円	 総務費	 （定額減税補足給付金給付事業費）    
	 ９，２５０万円	 民生費	 （住民税非課税世帯等臨時給付金）

歳
　
出

電
算
処
理
委
託
料

問

今
回
の
委
託
は
、
紙
の

保
険
証
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
へ
の
一
体
化
に
と

も
な
う
改
修
で
あ
る
。
し

か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
は
任
意
で

あ
る
こ
と
、
６
年
12
月
２

日
ま
で
に
発
行
さ
れ
る
紙

の
保
険
証
は
１
年
間
利
用

可
能
で
あ
る
中
、
今
回
の

改
修
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
妥

当
な
の
か
。

答

今
回
の
改
修
の
目
的
は

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
下
４
桁

を
含
む
加
入
者
情
報
の
通

知
作
成

　

②
資
格
情
報
の
内
容
確
認

　

③
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い

方
へ
発
行
す
る
資
格
確
認

書
交
付

　

で
あ
る
。
国
か
ら
10
月
ま

で
に
①
を
被
保
険
者
へ
通

知
せ
よ
と
の
通
達
が
あ
る

こ
と
か
ら
妥
当
で
あ
る
。

歳
　
出

電
算
処
理
委
託
料

問

税
務
課
の
定
額
減
税
補

足
給
付
金
の
支
給
は
９
月

下
旬
か
ら
、
福
祉
課
の
６

年
度
住
民
非
課
税
世
帯
等

臨
時
給
付
金
な
ど
は
８
月

中
旬
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

差
は
何
故
か
。

答

税
務
課
は
納
税
義
務
者

数
だ
け
で
６
，
５
０
０
人

が
見
込
ま
れ
、
福
祉
課
担

当
に
比
べ
対
象
数
が
多

く
、
職
員
に
よ
る
確
認
作

業
に
時
間
が
か
か
る
た

め
、
支
給
が
遅
く
な
る
。

問

対
象
者
を
抽
出
す
る
精

度
を
上
げ
る
た
め
に
、
電

算
処
理
を
外
部
に
委
託
し

て
い
る
。
職
員
の
確
認
作

業
は
必
要
か
。
職
員
の
作

業
量
増
加
に
つ
な
が
ら
な

い
か
。
ま
た
、
支
給
の
遅

れ
は
受
給
者
に
と
っ
て
も

不
利
で
は
な
い
か
。

答

電
算
処
理
の
結
果
は
正

し
い
と
考
え
て
い
る
が
、

扶
養
親
族
の
数
に
よ
り
計

算
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

丁
寧
に
確
認
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。
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自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
に
つ

い
て
、
言
葉
は
見
聞
き
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
実
際
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
知
ら
な
い
方
が
多
い
。
そ
こ
で
当
町
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
進
捗
状
況

と
今
後
の
活
用
を
質
問
し
た
。

問

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー

ド
改
革
推
進
に
お
け
る

「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
」
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答

庁
内
組
織
で
あ
る
吉
田

町
情
報
化
推
進
委
員
会
の

下
部
組
織
と
し
て
、
昨
年

９
月
に
「
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
に
係

る
専
門
部
会
」
を
設
置
。

「
書
か
な
い
窓
口
」
の
調

査
検
討
を
始
め
た
。

　
　

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革

に
関
す
る
取
り
組
み
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性

の
向
上
に
向
け
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
し
た
窓
口
の
レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
や
各
課
の

連
携
強
化
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
取
り
組
み
で
あ
る
た

め
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

問

町
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
以
外
に
も
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
で
き
る
も
の
が

あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答

町
は
、「
子
育
て
」「
介

護
」「
被
災
者
支
援
関
係
」

の
27
の
手
続
が
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

昨
年
４
月
か
ら
は
、
転

出
届
の
提
出
や
転
入
予
定

の
連
絡
に
つ
い
て
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
経
由
し
た
手

続
き
が
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
町
立
図
書
館
の
本
の

貸
し
出
し
予
約
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
申
し
込
み
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
行
っ
て

い
る
。

　
　

今
後
も
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。

問

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
以
下
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
）
の
利
用
状

況
は
。

答

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
利
用

し
た
町
税
の
納
付
状
況
に

つ
い
て
、
５
年
度
の
決
算

見
込
み
額
は
、
固
定
資
産

税
と
都
市
計
画
税
が
、
約

６
，
３
０
０
件
、
約
11
億

　

４
，
６
０
０
万
円
、
軽
自

動
車
税
が
、約
２
，
１
０
０

件
、
約
１
，
６
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
４
年
度

と
比
べ
て
窓
口
納
付
の
割

合
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
活

用
は
進
ん
で
い
る
と
判
断

す
る
。

問

町
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

ド（
情
報
格
差
）対
策
は
。

答

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
「
初
心

者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
」
を

開
催
し
た
。
情
報
通
信
機

器
に
興
味
の
な
い
方
、

持
っ
て
い
な
い
方
に
対
し

て
も
不
利
益
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
事
業
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ

の
対
策
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問
question

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
利
用
状
況
は

答
answer

４
年
度
と
比
較
し
て
進
ん
で
い
る

増
ます

田
だ

剛
たけ

士
し

議
員

一 般 質 問

【
用
語
解
説
】

　

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改

革
と
は
、
住
民
と
行
政

の
接
点
で
あ
る
「
フ
ロ

ン
ト
」い
わ
ゆ
る「
窓
口
」

に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
な
ど
に
よ

る
非
対
面
申
請
を
含
め
、

対
面
で
も
「
書
か
な
い
」

「
待
た
せ
な
い
」「
迷
わ

な
い
」「
行
か
な
い
」
窓

口
を
目
的
と
し
た
総
合

的
な
取
り
組
み
。

吉田町役場1階　窓口
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総
合
計
画
基
本
計
画
の
分
野
の
成
果
指
標
と
な
る
目
標
値
の
設
定

理
由
な
ど
に
つ
い
て
前
回
一
般
質
問
を
行
っ
た
。
今
回
は
そ
の
第
２
弾

で
、
目
標
値
設
定
の
考
え
方
や
目
標
達
成
に
向
け
た
業
務
の
進
め
方
に

つ
い
て
「
ご
み
減
量
化
」
を
題
材
に
質
問
し
た
。

問

総
合
計
画
基
本
計
画
の

分
野
「
ご
み
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
」
の
主
な
成
果
指

標
の
「
一
人
一
日
当
た
り
の

可
燃
ご
み
の
排
出
量
」
の

目
標
値
を
４
年
度
の
現
状

値
か
ら
４
年
間
で
約
23
％

減
と
し
て
い
る
。
目
標
達

成
に
向
け
て
の
施
策
は
。

答

減
量
対
象
を
紙
・
布
類
、

木
・
竹
・
わ
ら
類
に
的
を
絞

り
、町
民
へ
の
働
き
か
け

や
意
識
を
高
め
る
取
り
組

み
を
強
化
す
る
。

問

３
月
の
同
様
の
質
問
に

対
し
て
、
衣
料
な
ど
の
た

め
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
主

要
な
公
共
施
設
な
ど
に
設

置
す
る
。
そ
し
て
、
各
家

庭
か
ら
の
生
ご
み
の
水
切

り
の
周
知
、
加
え
て
生
ご

み
処
理
機
器
な
ど
の
設
置

補
助
金
制
度
の
活
用
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
答
弁
し

た
。
前
回
と
今
回
の
答
弁

の
違
い
は
。

答

取
組
姿
勢
は
基
本
的
に

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
　

し
か
し
、
目
標
達
成
の

た
め
に
何
が
必
要
か
を
改

め
て
考
え
、
今
回
の
答
弁

と
な
っ
た
。

問

布
類
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

は
い
つ
設
置
す
る
の
か
。

答

事
業
者
と
相
談
し
た
結

果
、
予
算
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
現
在
検

討
中
で
あ
る
。

問

生
ご
み
の
水
切
り
は
目

標
の
約
23
％
の
ご
み
減
量

に
ど
の
く
ら
い
寄
与
す
る

と
考
え
て
い
る
か
。

答

ち
ゅ
う
芥
類
の
量
か
ら

約
1.5
％
程
度
と
考
え
る
。

問

生
ご
み
の
水
切
り
は
や

る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
目
標
達
成
に
ほ
ど
遠

い
。
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ

て
多
く
の
気
づ
き
が
出
て

今
回
の
答
弁
と
な
っ
た
と

思
う
。
今
後
も
担
当
者
で

目
標
達
成
の
た
め
の
議
論

を
重
ね
て
ほ
し
い
。

　

町
民
意
識
を
変
え
る
に
は

職
員
が
組
長
会
議
や
常
会

に
出
て
、
町
の
真
剣
な
姿

勢
を
理
解
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
町
民
へ
の
働

き
か
け
の
具
体
策
は
。

答

特
定
の
自
治
会
ま
た
は

町
内
会
の
人
た
ち
に
ご
み

減
量
化
先
進
地
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
自
分
た
ち
が

や
る
と
い
う
強
い
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
。
来
年
度

か
ら
そ
こ
を
モ
デ
ル
地
区

と
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
question

町
民
意
識
を
ご
み
減
量
に
向
け
る
具
体
策
は

答
answer

モ
デ
ル
地
区
を
設
け
、
そ
の
成
果
を
広
げ
る

町政を問う

平
ひら

野
の

　 積
つもる

議
員

ごみ質分析結果（清掃センター測定結果）
ごみの種類 令和３年度 令和４年度 令和５年度

紙、布類 ４６.３％ ５６.２％ ４１.５％
ビニール、合成樹脂、ゴム、皮革類 １９.０％ １６.２％ １１.４％
木、竹、わら類 ２４.５％ ２１.２％ ４４.１％
ちゅう芥類 ９.３％ ５.５％ ２.１％
その他 ２.９％ １.０％ ０.９％

※清掃センターで年４回行ったごみ質分析の年度平均値

清掃センター
さんあーる
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吉
田
町
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ
ン
ス
プ
ラ
ン
が
6
年
度
よ
り
新
た
に
見
直

し
・
検
討
を
加
え
実
施
さ
れ
て
い
る
。
主
に
現
状
の
一
人
一
台
端
末
の

活
用
や
学
校
校
務
の
Ｄ
Ｘ
化
、
増
加
傾
向
の
外
国
人
児
童
生
徒
・
家

庭
に
対
す
る
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問

学
校
教
職
員
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
、
校
務
の
Ｄ

Ｘ
化
で
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
か
。
ま
た
そ
の
進
捗
は
。

答

10
月
以
降
に
稼
働
で
き

る
よ
う
、
ク
ラ
ウ
ド
型
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

校
務
系
と
学
習
系
の
情

報
連
携
が
可
能
に
な
り
、

各
種
デ
ー
タ
の
収
集
・
分

析
・
加
工
が
自
動
的
に
行

え
る
よ
う
に
な
る
。
児

童
・
生
徒
一
人
一
人
の

デ
ー
タ
が
数
値
や
グ
ラ
フ

な
ど
で
分
か
り
や
す
く
可

視
化
で
き
、
結
果
と
し
て

教
職
員
の
負
担
軽
減
と
と

も
に
子
ど
も
た
ち
に
向
き

合
う
時
間
が
増
え
、
よ
り

き
め
細
か
な
指
導
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。

問

将
来
的
に
保
護
者
が
学

校
の
様
子
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
確
認
で

き
、
連
絡
の
簡
素
化
・
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
は
。

答

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
ク

ラ
ウ
ド
化
に
よ
り
、
自
分

の
子
ど
も
の
出
欠
状
況
や

学
習
状
況
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の

情
報
が
一
元
的
に
管
理
さ

れ
、
保
護
者
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
も
容
易
に
な
り
、
連
絡

調
整
の
簡
素
化
・
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問

増
加
傾
向
の
続
く
外
国

人
生
徒
・
児
童
に
対
し
、

今
後
の
地
域
共
生
の
た
め

町
へ
の
愛
着
や
郷
土
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
施
策
は

あ
る
か
。

答

外
国
人
児
童
生
徒
は
5

月
時
点
で
94
人
。
国
籍
に

関
わ
ら
ず
、
全
て
の
子
ど

も
た
ち
が
学
ぶ
「
吉
田
探

求
」
が
そ
の
施
策
で
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
小
学

校
３
・
４
年
の
社
会
科
副

読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
吉

田
町
」
も
町
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
有
用
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
誰
で
も
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

問
question

教
職
員
校
務
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
そ
の
進
捗
は

答
answer

今
秋
に
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を
準
備
中

盛
もり

純
じゅん

一
いち

郎
ろう

議
員

一 般 質 問

☝QRコードから
閲覧が可能です

小学校社会科副読本
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問

当
町
に
と
っ
て
、
大
井

川
の
水
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

答

生
活
用
水
の
全
て
を
大

井
川
の
伏
流
水
で
あ
る
地

下
水
を
利
用
し
て
生
活
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
下
水

を
活
用
し
た
養
鰻
業
、
豊

富
な
地
下
水
を
求
め
た
大

手
企
業
、
水
田
そ
の
他
の

農
業
に
も
大
井
川
用
水
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　

い
ず
れ
の
産
業
に
も
大

井
川
の
水
資
源
か
ら
大
き

な
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、

ま
さ
に「
命
の
水
」と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
く
、
大

変
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

問

大
井
川
流
域
市
町
首
長

会
議
で
は
、
リ
ニ
ア
工
事

や
水
問
題
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
主
張
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答

当
町
が
大
井
川
の
最
下

流
域
で
あ
り
、
上
流
部
か

ら
の
「
水み
ず
み
ち路
」
が
分
か
ら

な
い
こ
と
か
ら
起
こ
り
う

る
「
水
量
が
減
少
し
地
下

水
の
涵
養
不
足
に
よ
る
塩

水
化
や
、
水
質
悪
化
の
懸

念
」
な
ど
や
、
水
量
減
少

か
ら
、「
返
せ
る
水
が
あ

る
の
な
ら
一
滴
で
も
多
く

の
水
を
大
井
川
に
戻
し
て

ほ
し
い
」と
訴
え
て
き
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し

流
域
市
町
と
連
携
し
て
、

公
共
工
事
に
係
る
損
失
補

償
の
期
間
を
設
け
な
い
こ

と
と
、
国
が
関
与
す
る
こ

と
を
主
張
し
て
き
た
。

問

岐
阜
県
瑞
浪
市
で
、
共

同
水
源
や
井
戸
、
た
め
池

な
ど
14
カ
所
で
水
位
の
低

下
が
確
認
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
側

も
リ
ニ
ア
工
事
が
原
因
だ

と
認
め
た
事
象
に
つ
い

て
、
ど
う
捉
え
た
か
。

答

今
後
静
岡
工
区
に
お
い

て
も
起
こ
り
か
ね
な
い
事

象
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
井
戸
の
水

位
が
減
少
し
始
め
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
東
海

の
岐
阜
県
に
対
す
る
報
告

が
遅
か
っ
た
上
、
工
事
中

断
な
ど
の
対
応
策
が
遅

か
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

問

新
知
事
に
リ
ニ
ア
工
事

に
伴
う
水
問
題
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

期
待
さ
れ
る
か
。

答

課
題
解
決
に
向
け
た
議

論
を
進
め
る
た
め
引
き
続

き
県
専
門
部
会
を
継
続

し
、
科
学
的
・
工
学
的
な

観
点
か
ら
の
議
論
を
期
待

す
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海

に
対
し
、
工
事
前
か
ら
完

了
後
に
お
け
る
地
下
水
の

確
実
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
や
「
工
事
中
の
突
発
湧

水
」「
工
事
後
の
水
資
源

の
異
常
」
な
ど
、
不
測
の

事
態
に
対
す
る
早
急
な
対

応
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

町政を問う
　

大
井
川
の
水
は
吉
田
町
に
と
っ
て
、
農
業
・
工
業
・
水
産
業
、
生
活

そ
の
も
の
に
至
る
ま
で
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
天
然
の
資
源
で
あ

る
。
そ
の
水
の
保
全
は
、
リ
ニ
ア
に
賛
成
反
対
を
問
わ
ず
と
て
も
重
要

な
こ
と
だ
と
考
え
、
町
の
考
え
を
聞
い
た
。

問
question

当
町
に
と
っ
て
、
大
井
川
の
水
の
重
要
性
は

答
answer

ま
さ
に
「
命
の
水
」
大
変
重
要
な
も
の

大
おお

石
いし

裕
ひろ

之
ゆき

議
員

悠々と流れる大井川の清流
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一 般 質 問
　
「
吉
田
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」(

吉
田
町
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画)

の
計
画
期
間
は
６
年
度
ま
で
で
あ
る
。

　

新
た
な
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
と
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

の
中
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
町
の
支
援
は

答
answer

４
つ
の
柱
に
基
づ
き
支
援
を
し
て
い
る

問

次
期
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
対
象
者
を
子
育
て

世
代
の
全
家
庭
を
対
象
と

し
な
か
っ
た
理
由
は
。

答

全
数
調
査
で
は
な
く
、

調
査
の
対
象
と
し
て
就
学

前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

か
ら
600
世
帯
、
小
学
生
が

い
る
世
帯
か
ら
400
世
帯
を

そ
れ
ぞ
れ
無
作
為
に
抽
出

し
た
標
本
調
査
を
採
用
し

た
。
標
本
調
査
は
、
合
理

的
で
あ
り
、
前
回
調
査
と

比
較
分
析
が
可
能
で
あ

る
。
全
数
を
調
査
対
象
と

し
な
く
て
も
有
効
な
調
査

結
果
を
得
ら
れ
る
。

問

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
対

す
る
課
題
は
。

答

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
教
育
・
保
育
や
地
域

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
に
係
る
需
要
の
将
来
性

を
把
握
す
る
も
の
で
あ
り
、

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
・
意
向
な
ど

の
傾
向
を
把
握
す
る
た
め

で
あ
り
、
貧
困
対
策
に
関

す
る
も
の
で
は
な
い
。

問

国
の「
子
ど
も
の
貧
困
」

対
策
に
4
つ
の
柱
が
あ
る

が
、
町
は
ど
う
対
策
を

取
っ
て
い
る
か
。

答

「
教
育
の
支
援
」、「
生

活
の
安
定
に
資
す
る
た
め

の
支
援
」、「
保
護
者
に
対

す
る
職
業
生
活
の
安
定
と

向
上
に
資
す
る
た
め
の
就

労
の
支
援
」、「
経
済
的
支

援
」の
４
つ
の
柱
が
あ
る
。

　
　
「
生
活
の
安
定
に
資
す

る
た
め
の
支
援
」
に
は
、

妊
娠
・
出
産
期
の
支
援
と

子
ど
も
の
生
活
支
援
が
あ

り
、
子
ど
も
食
堂
や
児
童

館
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
を
し
て
い
る
。

問

「
子
ど
も
の
貧
困
」
対

策
の
取
り
組
み
の
中
の
子

ど
も
食
堂
の
利
用
状
況
は
。

答

「
子
ど
も
食
堂
」
は
吉

田
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

年
5
回
実
施
し
、
子
ど
も

は
無
料
で
食
事
を
提
供
し

て
い
る
。
利
用
勧
奨
に
は

社
協
だ
よ
り
や
吉
田
町
社

会
福
祉
協
議
会
や
町
に
相

談
に
来
ら
れ
た
方
へ
個
別

に
案
内
を
し
て
い
る
。

　
　

毎
回
25
人
か
ら
30
人
の

定
員
を
満
た
す
利
用
状
況

で
あ
る
。

問

子
ど
も
食
堂
開
催
の
た

め
に
、
民
間
企
業
な
ど
へ

の
声
掛
け
は
。

答

声
掛
け
を
し
た
が
、
町

か
ら
の
補
助
が
な
い
と
難

し
い
と
意
見
が
あ
っ
た
。

民
間
企
業
な
ど
か
ら
開
催

の
声
は
出
な
か
っ
た
。 蒔

まき

田
た

昌
まさ

代
よ

議
員
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町政を問う
　

吉
田
町
に
は
上
水
道
が
利
用
で
き
て
い
な
い
区
域
が
あ
る
。
何
軒
か

の
お
宅
で
は
井
戸
水
し
か
使
用
し
て
い
な
い
。
町
は
、
町
内
は
全
域
が

給
水
区
域
で
あ
り
、
町
内
に
お
い
て
整
備
し
な
い
区
域
、
軒
数
は
な
い

と
答
え
て
い
る
。
そ
の
矛
盾
を
聞
い
た
。

問
question

生
活
を
守
る
安
全
な
水
の
確
保
は

答
answer

自
己
負
担
で
水
道
管
を
引
け
ば
利
用
で
き
る

問

町
は
、
町
内
は
全
域
が

給
水
区
域
で
あ
り
、
町
内

に
お
い
て
整
備
し
な
い
区

域
、
軒
数
は
な
い
と
答
え

て
い
る
が
、
水
道
を
利
用

で
き
て
い
な
い
お
宅
が
あ

る
。
何
軒
あ
る
か
確
認
し

て
い
る
か
。

答

前
面
道
路
に
水
道
を
引

い
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る

こ
と
は
確
認
し
て
い
る

が
、
近
く
の
道
路
ま
で
水

道
管
が
入
っ
て
い
る
。
分

岐
し
て
家
の
前
の
道
路
ま

で
自
己
負
担
で
水
道
管
を

引
い
て
く
れ
れ
ば
、
ど
こ

の
場
所
で
も
水
道
を
利
用

で
き
る
。

問

井
戸
水
し
か
利
用
し
て

い
な
い
家
が
あ
る
こ
と
を

高
齢
の
方
々
に
聞
い
た
、

皆
一
様
に
驚
い
て
い
た
。

　

ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
。

答

水
道
事
業
は
、
我
々
行

政
と
し
て
は
公
共
性
、
公

平
性
と
い
っ
た
も
の
を
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
行
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
十

分
認
識
し
て
い
る
。
公
平

性
を
み
な
が
ら
も
健
全
な

経
営
を
合
わ
せ
て
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問

町
の
水
道
の
原
水
は
地

下
80
～
100
メ
ー
ト
ル
、
井

戸
水
は
８
～
10
メ
ー
ト
ル

の
深
さ
か
ら
供
給
さ
れ

る
。
川
尻
の
水
汲
み
場
で

は
地
下
水
が
自
噴
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
Ｊ
Ａ
が

毎
年
水
質
検
査
を
行
い
、

検
査
表
を
貼
っ
て
く
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
安
全
な

水
が
担
保
さ
れ
る
。
井

戸
水
に
は
六
価
ク
ロ
ム

の
問
題
な
ど
が
あ
る
。

水
質
検
査
を
行
う
よ
う

な
状
況
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

答

井
戸
水
を
使
っ
て
い

る
方
の
水
質
検
査
は
井

戸
を
所
有
し
て
い
る
方
が

水
質
検
査
を
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。
個
人
個
人
で
や
っ
て

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
町
が
責
任
を
負
う

こ
と
は
な
い
。

問

人
口
減
少
や
生
活
機
材

の
省
力
化
な
ど
に
よ
り
予

想
さ
れ
る
、
給
水
量
の
減

少
お
よ
び
対
策
は
。

答

４
年
度
と
比
較
し
て
15

年
度
に
は
、
約
9.1
％
減
少

す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
対

策
は
、
施
設
の
統
合
や
小

さ
い
施
設
に
変
え
て
い
く

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
よ

り
効
率
化
を
検
討
し
て
い

く
。

川尻水汲み場と水質検査表
山
やま

内
うち

　 均
ひとし

議
員
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活
動
の
記
録

６
年
３
月
12
日

⑴ 

「
吉
田
町
空
き
家
対
策
協

議
会
」の
説
明
を
受
け
た
。

①
設
置
目
的
は
。

　
空
き
家
等
対
策
計
画
の
作

成
及
び
変
更
・
実
施
に
関
す

る
こ
と
を
所
管
す
る
。　

②
委
員
の
構
成
は
。

　
特
定
空
き
家
に
対
す
る
意

見
や
空
き
家
の
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、県
弁
護
士
会
、県
司
法
書

士
会
、県
家
屋
調
査
士
会
、吉

田
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
牧

之
原
警
察
署
な
ど
、
多
く
の

団
体
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
選

出
さ
れ
た
。

③
６
年
３
月
18
日
、
第
１
回

協
議
会
を
開
催
予
定
。

⑵ 

説
明
に
対
す
る
質
問
。

問

吉
田
町
空
き
家
等
対
策

計
画
策
定
が
遅
い
と
思
わ
れ

る
が
。 

答

計
画
期
間
は
３
年
か
ら

12
年
で
あ
る
、
早
め
に
と
考

え
て
い
る
。

６
年
４
月
11
日

⑴ 

都
市
環
境
課
か
ら
の
説

明「
空
き
家
対
策
協
議
会
」に

つ
い
て
内
容
の
確
認
を
行
っ

た
。

①
空
き
家
の
戸
数
の
把
握
に

つ
い
て

⑵ 

３
月
12
日
に
行
っ
た
町

内「
空
き
家
」の
視
察
の
感
想

を
各
自
発
表
し
た
。

①
空
き
家
に
は
移
住
定
住
に

つ
な
が
る
可
能
性
を
持
っ
た

家
が
多
い
。

②
管
理
さ
れ
て
い
な
い
、
対

策
が
必
要
な
空
き
家
も
見
受

け
ら
れ
た
。

③
吉
田
町
が
把
握
し
て
い
る

空
き
家
57
戸
よ
り
多
く
の
空

き
家
が
想
定
さ
れ
る
。
町
全

体
と
し
て
の
空
き
家
の
認
定

が
必
要
。

④
空
き
家
対
策
に
は
、
空
き

家
の
判
定
基
準
を
示
し
、
空

き
家
の
判
定
を
行
い
、
状
況

を
把
握
し
て
対
策
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

６
年
５
月
13
日

富
士
市
役
所
を
訪
問
し
、
視

察
調
査
を
行
っ
た
。

担
当
課　
富
士
市
都
市
整
備

部
住
宅
政
策
課

質
問
の
内
容
と
回
答

問

空
き
家
対
策
に
つ
い

て
、開
始
の
時
期
、背
景
と
目

的
は
。

答

国
が
平
成
26
年
11
月
に

「
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
制

定
。
平
成
27
年
５
月
に
全
面

施
行
。
こ
れ
を
受
け
、
平
成

29
年
に
富
士
市
空
き
家
等
対

策
協
議
会
を
設
立
。
令
和
３

年
３
月
空
き
家
条
例
を
制

定
。
今
後
の
空
き
家
対
策
の

方
向
性
や
施
策
展
開
の
あ
り

方
を
見
直
す
こ
と
が
目
的
。

問

空
き
家
の
調
査
方
法
と

数
は
。

答

富
士
市
空
き
家
実
態
調

査
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
戸
建
て
空

き
家
２
，
２
２
８
戸
。
管
理

不
全
空
き
家

813
戸
。
特
定
空

き
家
８
戸
。（
４
年
４
月
現

在
）

問

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

対
応
と
数
は
。

答

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と

は
、
市
が
仲
介
宅
建
業
者
と

協
力
し
て
所
有
者
と
利
用
者

を
つ
な
げ
る
手
伝
い
を
す
る

制
度
。

　
平
成
30
年
か
ら
令
和
３
年

ま
で
17
件
対
応
。
目
標
値
令

和
７
年
、20
件
。

問

補
助
金
制
度
は
。

答

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制

度
。
空
き
家
の
解
体
に
補
助

金
制
度
。

　
委
員
長　
山
内　
均

産業建設常任委員会報告

空き家等対策の推進について
調 査 事 項

調
査
の
目
的

　

住
民
の
生
活
環
境

の
支
障
と
な
る
空
き

家
等
に
対
し
、
適
切
な

管
理
や
利
活
用
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
す

る
。

背
景

　

住
宅
・
土
地
統
計

調
査（
総
務
省
）
に
よ

る
と
、
５
年
10
月
１
日

全
国
の
空
き
家
の
数

は
900
万
戸
、
静
岡
県

の
空
き
家
の
数
は
、

29
万
５
千
戸
。
県
は

４
年
度「
空
き
家
バ
ン

ク
」を
創
設
。

委
員
会
の
活
動
計
画

　

調
査
対
象
と
な
る

自
治
体
を
比
較
検
討

し
な
が
ら
、
近
隣
自
治

体
の
取
り
組
み
を
調

査
し
て
い
く
こ
と
を

決
定
し
た
。

⑴　
袋
井
市

⑵　
掛
川
市

⑶　
藤
枝
市

⑷　
富
士
市
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総務文教常任委員会報告

重層的支援体制について
調 査 事 項

6
月
5
日

　
指
名
推
選
に
よ
り
蒔
田

昌
代
委
員
を
副
委
員
長
に

決
定
。

　
新
た
な
調
査
事
項
を
地

域
福
祉
の
重
層
的
支
援
体

制
に
つ
い
て
と
決
定
。

【
調
査
の
目
的
】

　
町
は
、
第
６
次
吉
田
町

総
合
計
画
第
５
章
の
地

域
福
祉
の
分
野
に
お
い

て
、と
も
に
支
え
あ
い
、い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
、
施
策
と
し
て
地
域
福

祉
意
識
の
高
揚
と
活
動
の

推
進
・
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を
掲
げ
て
お
り
、

ま
た
、
第
４
期
と
な
る
地

域
福
祉
計
画
の
基
本
目
標

２
と
し
て「
だ
れ
も
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
」
を
掲
げ
て

い
る
。

　
そ
こ
で
、
福
祉
分
野
に

お
い
て
町
民
に
対
す
る
相

談
支
援
体
制
の
一
層
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
中
、
多

様
か
つ
複
雑
化
し
た
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

の
重
層
的
支
援
体
制
の
現

状
と
課
題
を
調
査
・
研
究

す
る
。

【
調
査
方
法
】　

　
執
行
部
か
ら
説
明
員
の

出
席
お
よ
び
資
料
提
供
を

求
め
、
現
状
と
課
題
を
検

証
す
る
。

・
重
層
的
支
援
体
制
の
取

組
に
つ
い
て
、
各
委
員
か

ら
出
た
重
点
説
明
希
望
内

容
を
踏
ま
え
、
７
月
下
旬

に
福
祉
課
か
ら
説
明
を
受

け
る
こ
と
と
し
た
。

　
「
刑
事
訴
訟
法
の
再
審

規
定（
再
審
法
）の
改
正
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択

を
求
め
る
陳
情
書
が
梅
田

欣
一
弁
護
士（
静
岡
県
弁

護
士
会
会
長
）
か
ら
提
出

さ
れ
、
議
会
運
営
委
員
会

に
て
協
議
し
た
結
果
、
委

員
会
と
し
て
発
議
し
、
議

会
で
可
決
し
た
。

【
陳
情
理
由
抜
粋
】

　
や
っ
て
も
い
な
い
犯
罪

で
有
罪
と
さ
れ
る「
え
ん

罪
」は
、犯
人
と
さ
れ
た
方

や
御
家
族
の
人
生
を
破
壊

し
、
時
に
は
生
命
さ
え
奪

い
か
ね
な
い
、
最
大
の
人

権
侵
害
で
す
。
こ
の
よ
う

な
え
ん
罪
被
害
者
を
救
済

す
る
た
め
の
制
度
が「
再

審
」で
あ
り
、そ
の
手
続
き

を
定
め
た
法
律
の
こ
と
を

「
再
審
法
」と
呼
ん
で
い
ま

す
。

　
現
行
法
に
は
、
再
審
請

求
手
続
の
審
理
の
あ
り
方

に
関
す
る
規
定
は
ほ
と
ん

ど
な
く
裁
判
所
の
広
範
な

裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

～
中
略
～

　
そ
こ
で
、
日
本
弁
護
士

連
合
会
は
、
元
年
10
月
4

日
人
権
擁
護
大
会
に
お
い

て
、
再
審
請
求
手
続
に
お

け
る
全
面
的
な
証
拠
開
示

の
制
度
化
と
、
再
審
開
始

決
定
に
対
す
る
検
察
官
の

不
服
申
立
て
禁
止
を
含
む

再
審
法
の
改
正
を
求
め
る

決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
再
審
法
は
速
や
か
に
改

正
す
べ
き
と
考
え
、
意
見

書
採
択
の
陳
情
を
い
た
し

ま
す
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

陳
情
内
容
と
意
見
書
内
容

を
精
査
し
、
当
該
弁
護
士

会
に
詳
細
説
明
を
求
め
、

6
月
6
日
、
全
員
協
議
会

に
て
説
明
を
受
け
た
。

　
議
会
最
終
日
、
発
議
案

第
3
号
を
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。

6月5日　委員会　会議撮影

調査対象の地第４期域
福祉計画については上記
QRコードから参照下さい。

発
議
案
第
3
号

　
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定（
再
審
法
）の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　
全
会
一
致
で
可
決
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令和６年度 議会改革の目標

特
別
委
員
会
の
設
置

目　標 取 組 目 標

町民意見の反映 多様で幅広い層の町民意見を議会活動に反映できるよう、広聴や意見聴取の
新たな方法を検討し、実施する。

ICT 活用の推進 ICTを活用した議会活動を議論、推進する。

議員定数の改正 吉田町議会に適した議員定数について協議する。

※　６年度末に議員の協議により議会としての評価を決定する。
※　評価基準は『設定以上にできた ⇒ ◎、　設定どおりにできた ⇒ ○、
　　　　　　　　設定には足りなかった ⇒ △、　出来なかった ⇒ ×』

　議会は、議会基本条例 第６章 議会改革の推進 第１３条 「議会は、議会改革の推進のため、年１回議会改革の
進捗や成果について、自己評価をし、公表しなければならない。」に沿って、前年度の議会改革の目標評価を踏ま
えて、新年度の議会改革の目標を決めています。

【
目
的
】

　
国
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を

推
進
し
当
町
に
お
い
て
も

町
の
業
務
や
町
民
対
応
に

資
す
る
た
め
Ｄ
Ｘ
化
の
推

進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
吉
田
町
議
会
は

Ｄ
Ｘ
化
に
対
応
す
る
準
備

が
整
っ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
、
議
会
活
動
の
デ
ジ
タ

ル
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
の
推
進
を
図
る
た
め
、

議
員
の
ス
キ
ル
向
上
及
び

議
会
Ｄ
Ｘ
推
進
を
目
指
し

調
査
研
究
の
た
め
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
。

【
委
員
会
の
構
成
】

委
員
長　
　
蒔
田
昌
代

副
委
員
長　
増
田
剛
士

委
員　
　
　
楠
元
由
美
子

　
　
　
　
　
平
野
積

　
　
　
　
　
大
石
巌

【
目
的
】

　
令
和
５
年
の
統
一
地
方

選
挙
に
お
い
て
、
吉
田
町

議
会
選
挙
は
無
投
票
で
当

選
者
が
決
定
し
た
。
そ
こ

で
、
吉
田
町
の
現
状
に
適

し
た
吉
田
町
議
会
議
員
定

数
等
を
調
査
研
究
す
る
た

め
の
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
。　

【
委
員
会
の
構
成
】

委
員
長　
　
八
木
栄

副
委
員
長　
大
石
裕
之

委
員　
　
　
福
世
義
己

　
　
　
　
　
平
野
積

　
　
　
　
　
蒔
田
昌
代

　
　
　
　
　
大
石
巌　

※
各
特
別
委
員
会
の
構
成

は
希
望
者
に
よ
っ
て

構
成
す
る
こ
と
で
決

定
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
つ
い
て

　
委
員
会
に
は
、
常
任
委

員
会
、
特
別
委
員
会
お
よ

び
議
会
運
営
委
員
会
が
あ

り
ま
す
。

(

常
任
委
員
会)

　
吉
田
町
で
は
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
と
産
業
建

設
常
任
委
員
会
の
二
つ
が

あ
り
、
議
員
は
ど
ち
ら
か

の
常
任
委
員
会
に
所
属
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(

議
会
運
営
委
員
会)

　
議
会
を
円
滑
に
か
つ
効

率
的
に
運
営
す
る
た
め
に

置
か
れ
る
委
員
会
で
す
。

議
会
運
営
の
責
任
者
で
あ

る
議
長
の
諮
問
的
な
性
格

を
帯
び
た
機
関
で
す
。

(

特
別
委
員
会)

　
特
定
の
こ
と
が
ら
を
審

査
・
調
査
す
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
議
会
の
議
決

に
よ
り
設
け
ら
れ
ま
す
。

調
査
期
間
は
、
調
査
終
了

ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
当

町
で
は
、
昨
年
５
月
か
ら

議
会
広
報
特
別
委
員
会
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
会
Ｄ
Ｘ
推
進

特
別
委
員
会

吉
田
町
議
会
議
員
定
数
等

検
討
特
別
委
員
会
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※本紙に記載している数値につきましては、一部千円以下を切り捨てして万円単位で表記しています。

議会広報特別委員会
委員長　　楠元由美子　　　副委員長　平野　積　
委　員　　大石　裕之　　福世　義己　　三輪美由紀　　増田　剛士

第３回定例会（９月）のご案内
　令和6年第３回吉田町議会定例会は９月２日（月）に開会予定です。
傍聴はどなたでもできます。当日役場４階議会事務局にて受付を済まし、５階傍聴席へご入場くださ
い。お待ちしております。� 問い合わせ先　　議会事務局　３３－２１４１

まちの話題

４月２９日　吉田公園
第32回「吉田町みどりのオアシスまつり」

５月２３日　吉田中学校
「活力祭」

５月１９日　川尻会館
「川尻区文化祭」

５月９、１０、１１日　住吉会館
「わっぱ宿」

６月２３日　吉田町総合体育館
「第２回中西部地区空手道大会」

６月１５・１６日　片岡会館
「片岡区ふれあい文化展」

16よしだ議会だより 第114号


	01-08
	09-16

